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　昨年のことになるが、JR横浜駅西口の
近くにあるライブハウス、サムズアップに
友達のライブを見に行った。その友達とは
マミこと、プロロングボーダーの河村正美
だ。マミには10年ほど前にウィングナット
の『アート・オブ・ロングボーディング』と
いうサーフィンビデオを友人と作った時、出
演してもらったことがある。それから何年
か後には、彼のCD『鵠沼』もプロデュー
スするチャンスがあった。（残念ながら、そ
のCDは今廃盤になっているようで手に入ら
ない。もし見かけたら、是非買って聴いて
みてください）
　その日のライブにはソロではなく、彼が
今組んでいるユニット、マミマロとして出
演していた。メンバーはギターボーカルの
河村正美と端山龍呂、パーカションにはあ
の有名なロックドラマーの上原ユカリ。そ
のライブは音楽だけではなく、サーフィン
映像も加えたマルチメディア・イベントだっ
た。サーフィンスクール的なアドバイスを観
客に伝えながら、音楽でつなげていた。そ
れは素晴らしいイベントで、ライブ後には
スポンサーからのプレゼントもたくさんあ
った。彼らのオリジナル、インスト曲、そ

してカバーで盛り上がったあと、僕が知ら
ない曲を歌い始めた。メロディーはさわや
かなニール・ヤング風だったけど、僕はそ
の曲を聴いたことがなかった。マミが歌っ
ている間、聞き取れる歌詞をiPhoneでグ
ーグルしてみたら、スティールス・ヤング・
バンドの『ロング・メイ・ユー・ラン』とい
う名の曲だとわかった。この曲はニール・
ヤングとスティーヴン・スティルスの二人で
出したアルバムのタイトルトラックだった。
　マミの歌を聴きながら歌詞を読むと、サ
ーフィンのことやビーチ・ボーイズのことも
歌っているのがわかった。その後、家に戻
って詳しく調べてみた。もちろんニール・ヤ
ングとスティーヴン・スティルスはソロでも
売れていて、彼らはバッファロー・スプリン
グフィールドとクロスビー・スティールス・ナ
ッシュ・アンド・ヤングでもバンドを組んで
いたことがあったけど、二人だけのアルバム
はこの『ロング・メイ・ユー・ラン』一枚。
アルバムにはトータルで９曲が入っている。
ニールが５曲、そして、スティーブンが４曲。
不思議なことに、タイトル曲を含めて、５
曲は海やオーシャンリゾート、セーリング、
サーフィン、ビーチ・ボーイズがテーマにな

っている。このアルバムはカラパナやシシリ
オ・アンド・カポノが売れていた1976年に
発売されていて、まるで、サーフロックと言
ってもおかしくないと僕は思った。海のテイ
ストが満載。どう見ても、この二人はサーフ
ィンをするようには見えないけど、海でまっ
たりして聴くにはパーフェクトなアルバムな
んだ。
　西海岸の音楽が大好きな僕にとって、こ
のアルバムを知らなかったことは、今でも
謎だ。横浜でマミのライブを2011年に見て、
そこでこの1976年に発売された曲『ロング・
メイ・ユー・ラン』を初めて聴くなんて不思
議だよね。そしてアルバムを買い、今は僕
のプレイリストの中ではヘビーローテーショ
ンの一曲になっている。人生にはいろんな
出会いがある。これからも耳を開いて、心
を開いて出かけよう。そしてもう一言、マミ
ありがとう！

ニール・ヤングとスティーヴン・スティルスの
『ロング・メイ・ユー・ラン』
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